
R7 年 3 月 10 日

送迎実施の有無

健康・生活

運動・感覚

法人（事業所）理念
①子ども達一人ひとりをかけがえのない存在として尊重し、その子らしく幸福に生きる権利を守ります。
②子ども達一人ひとりを真に理解し、愛情と共感をもって心身共に健やかな育ちを保障するように努めます。
③子ども達一人ひとりが自ら成長発達する力を信じ、その可能性を発揮するために相応しい関りや環境の調整に努めます。

支援方針

・春濤会の放課後等デイサービスとして、支援を必要とする子どもやその家族を分け隔てなく受け止め、広い敷地と整備された活動の場を活かして
  法人の長い歴史の中で培ってきた専門性の高い支援を提供します。
・子ども達に「明日も来たい」と思ってもらえるような安全で安心できる居場所となり、学齢期に必要な遊びや様々な体験、人との関わり、
  地域との交流等を通し、子どもらしい健やかな育ちを支えます。

（１）子ども達にとって安心で、ご家族にも信頼して預けていただける事業所運営を行います。
（２）子どもの意思や人格を尊重し、常に子どもの立場に立った支援を行います。
（３）一人ひとりの障害や特性、発達段階に応じた支援や活動を提供します。
（４）ご家族に寄り添う姿勢を大切にし、子どもの成長や変化をご家族と共に見守り、支えます。
（５）学校や関係機関と連携を深め、子ども一人ひとりを中心にした学校や地域での生活を考えます。
（６）子ども達の生活や活動を通して地域に働き掛け、安心して暮らせる社会づくりを目指します。

【平日】10:00～18:30 【休日】9:00～17:30 あり（送迎範囲は要相談）営業時間

支　援　内　容

本
人
支
援

・子どもの心身の状態をきめ細やかに把握し、健やかな心と身体を育てます。
・生活リズムや基本的生活習慣を形成し、一人ひとりに合わせた環境の中で、身の回りのことに自分で取り組む力を育み、基本的な生活スキルを身に付けます。
<主な内容>
・健康観察
・登降所時の荷物準備
・食事（昼食は休日日課のみ）
・身だしなみや整え方
・トイレトレーニング
・歯磨き（ご家庭からご要望がある場合のみ）

・サーキット運動やグループワーク等の活動を通じて、姿勢の保持や上手な身体の使い方を身に付けていきます。
・身体のあらゆる感覚（触覚、前庭覚、固有覚、視覚、聴覚、嗅覚等）を活用できるような遊びを提供したり、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。

<主な内容>
・サーキット運動
・水遊び
・創作活動
・芝生広場：ジャンボシーソー/アスレチック遊具
・中庭：自転車、三輪車/キックボード/ボール遊び
・揺れ刺激が得られる遊び（ボルスタースイング/ハンモック等）
・ボールプール
・グループワーク（音楽に合わせて走る、歩く、止まる、跳ぶ、四つ這い/ゆらんこ/バルーン）
・感触遊び（砂場、お花紙）
・バランスボール

事業所名 放課後等デイサービスひまわり 支援プログラム 作成日
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主な行事等
・季節のイベント：節分/ひな祭り/こどもの日/七夕/夏祭り/水遊び/ハロウィン/クリスマス会（家族参加型）
・お誕生日会（毎月）
・個別支援面談（年2回実施）

家族支援

・年2回保護者面談を実施しています。またお困りごと等があれば、いつでも
　メールや電話にて相談を受け付けています。
・12月には、ご家族の皆様にも参加いただけるクリスマス会を実施していま
　す。

中学校進学に向け、進学先や他事業所に関する情報提供の他、進学につい
てのご相談を随時受け付けています。また、進学後もお子さんが安心して
生活が送れるよう、関係機関や移行先の事業所との情報共有を行っていま
す。

地域支援・地域連携
・お子さんの様子等について、ご家庭や学校、他事業所、相談支援員等、関係
　機関との情報共有を行っています。
・研修生や地域のボランティアの受け入れを、積極的に行っています。

毎日の支援ミーティングの他、定期的な勉強会やケースカンファレンスを
実施し、チーム全体での支援の質の向上を図っています。また法人全体研
修、外部研修にも積極的に参加しています。

・様々な遊びや活動を通じて、他者との関わり方や、異性との適切な距離感の取り方等、年齢に応じた社会性を育みます。
・帰りの会の司会やお片付け係等、お子さんが意欲的に取り組める役割を設け、任せられた役割を最後まで果たすことで、自己肯定感や自己有用感を高められる
  ようにします。

<主な内容>
・始まりの会/帰りの会
・SSTを用いたゲーム
・簡単なルールのある遊び（鬼ごっこ/ドッチボール等）
・地域の公園や児童館へ出掛ける、公共交通機関を利用する等の地域活動を通じ、公共の場のマナーやルールを習得する
・「お片付け係」「帰りの会の司会」「おやつ配膳係」等、お子さんが意欲的に取り組める役割の設定。

本
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・一人ひとりの発達や認知の特性を踏まえた遊びや活動を通じて、物や環境に対する理解を深め、興味関心の幅を広げていきます。
・選択活動では、写真や絵カード/文字/ジェスチャー等を用いて、自分のやりたいことや遊びを意思表示し、自己決定出来る機会を設けます。

<主な内容>
・選択活動
・スヌーズレン
・パズル
・工作
・ブロック遊び
・おままごと

・言葉だけでなく、ジェスチャーや指差し、アイコンタクト等、お子さんの発達に合わせたコミュニケーション方法を身に付け、自分の気持ちを相手に伝える方法
　を育んでいきます。
・スタッフやお友達との遊びを通じて、相手の立場や気持ちを考えたり、場や相手の状況に応じた適切な言葉の使い方や行動を取る経験を積み重ねていきます。

<主な内容>
・視覚ツールの活用（絵カード/写真カード）
・ジェスチャー、指差しを用いた表現方法の習得
・スキンシップ遊び
・SSTゲーム


